
(別紙１） 本シートは平成25年5月以降に学内外へ公表されますので、記載に当たっては公表されることを念頭に置いてください。

　　　准教授

平成２４年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

　　　　　　　　屋良さとみ 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記載してください。

　　　　医学教育企画室 職　　名

＊内科医・呼吸器内科医（特に専門は”びまん性肺疾患”）として、患者
さんの外来・入院診療に携わっていく。

0.05

0.05

名　　前

＊より良い医療人を育成・排出することで、社会貢献していく。

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.05

0.05
＊”医学教育”に関する研究を施行していく。
＊”呼吸器びまん性肺疾患”に関する研究を施行していく。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２４年度　年度目標設定

＊学部学生の”在学中および卒後の進路”についての指導・相談を行
う。

左記の内容、8-9割方の遂行と思われます。

左記の内容（進路指導・相談の必要性があった場合には）、9割方の遂行と
思われます。

目標が具体性に欠けていたが（次年度は詳細にしていく）、3月の医師国家
試験合格発表を待って、結果が明らかとなります。

平成２４年度　年度末自己点検結果

＊医学教育企画室自体を管理運営していく。
＊国（文科省、厚労省等）からの方針を実現していけるよう、学務教務
係の方々と協力して対処していく。
＊”医学教育”に関わる他部署とも連携し、FDその他の企画を立案・実
施していく。

業務
ウェイト比
（実績）

管
理
運
営

教
育

0.05

0.05

左記の内容を9割方は遂行できたと思われます。

左記の内容、5割方の遂行と思われます。

0.60

研
究

①医学教育企画室の専任教員として、学部学生の”医学教育”に関す
る様々な案件の総とりまとめ的な役割を担う。（CBT, OSCE等含む。）
②学部学生がより良く有意義な学生生活を送れ、また卒後より良い勤
務状況を得られるように対処していく。
③学生からの積極的な意見の聴取。相談対応。
④呼吸器内科医として学部学生の系統講義の一部を担当する。
⑤呼吸器内科医として、臨床実習時の小講義を担当する。
⑥M2学生前期の「医学英語講義」を担当する。
⑦M1学生10人の”指導教員”として6年間生活等の指導・教育にあた
る。

0.60

左記の内容、9割以上の遂行はできたと思われます。

0.05

0.05

0.20

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記載してください。
・記載量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してくだ
さい。

1.00

診療　 0.20


